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AM ラジオ 


職説明書-保証書 

お買い上げいただきちりびとうございまず。 

電気製品は安全のためのを意事巧を守らないと、乂がや人身事故になることがあ 
0ます。 

この取巧説巧害と別冊の r まをのために J をよくお読みのうえ， 製品を巧全にお巧いください。お読み 
になったあとは、いつでを見られるところに必ず保管してください。 
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この位置に保証書フィルムを正しく合成して、フィルムを完成させること 
Complete the film by inserting the warranty at this position. 

在此處插入保證書完成菲林。 

在此位置插人保证书 W 完成胶片。 


使用上のごを意 

取日巧いについて 

• 次のよラな場所に置かないでください。 

一湿度び非常に高い所（40で1；(上）や低い所のむ政下)。 

一直射曰光のあたる場所や暖房器具の近<。 

一風呂場など湿気のをい所。 

一窓を閉め切った自動車内（特に夏季)。ほこりのをい巧。 

•落としたり、強いショックをちえたりしないでください。故障の原因に 
なじます。 

•巧れたときは、柔らかい巧でからぶをしてください。シンナーやべンジ 
ンなどは表面をいためますので使わないでください。 
•キャッシュカード、定期券など、磁気を利用したカード類をスピーカー 
におづけないでください。スピーカー内部の磁石の影響でカードの磁気 
び変化し、使えなくなることびありますのでご注意ください。 

• イヤホンをご使用中、目 fl に合わないと感じたときは早めに使用を中止し 
て医師またはお客様ご相談センターに相談してください。 

• 防滴機構になっていませんので雨や雪、水しぶをのかかるところでは充 
分にご注意ください。 

万一故障した場合は、内部をあけずに、お客様ご相談センターまたはお買 
い上げ店、ソニーサービス窓□にご相談ください。 


保証書とアフターサービス 

偏正書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラス、大切に保存してくだ 
さい。 

• 保記期間はお買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービスにごいて 

調子が悪いとさは 

この説明書をちラ1度ご覽になってお調べください。 

それでち具をの悪いとをは 

お客様ご相談センターまたはお買い上げ店、ソニーサービス窓□にご相談 
<ださい。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは保証書を 
ご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望により有料修理させていた 
だをます。 

部品の巧有期巧について 

当社ではラジオの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部 
品)を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部品保有期間を修理可 
能の期間とさせていただをます。保有期間び経過した後を、故障箇所に 
よっては修理可能の場合びありますので、お客様ご相談センターまたはお 
買い上げ店、ソニーサービス窓□にご相談ください。 


♦ http :// www . sony . co . jp / SonyDrive / 

お客様ご相談センター 

•ナビダイヤ J レ .2 S 0 己 70-00-33 11 

(全国どこからでち巿内通話料でご利届いただけまず） 

•携帯電話 • PHS でのご利用は 03-5448-3311 

(ナビダイでルびご利用でさない場合はこちらをご利用 <ださい） 

• FAX . 0466 -31-2595 

受付時間：月〜金 9:00-20:00 ± .曰-祝日注00〜17;日0 
お電話は自動音声応答にてお受けしていまず。 

ソニー巧式を社：干 108-0075 東京都港区港南 1-7-1 






主な特長 

• 受信状況び一目でわかる同調インジケーター付を。 


巧電池を入れる 

ソニー 単3形乾電池2本を、©と©の向きを正しく入れます。 

リボン 


必ず©極側から先に入れる。 


ま信が態をよ<ずるには^ 


アンテナを内臓してし''るので、 
受信状態が最も良くなるよラ 
にラジオの向さを変えてくだ 
さい。 



巧電池の持続時巧 (J 曰 TA *) 


ふたを閉める場合は、 

U ボンをはさみこまな 
いよラにミち意して閉め 
て < ださい。 


(単位：約時間） 


まな仕様 

受信周波数 
スピーカー 
出力端子 
実用最大出力 
電源 

最大が形寸法 
質量 


530〜1,605 kHz 

直径約 5. 7 cm 丸型8 n り固 

風（イヤホン）端子 ( 0 3.5 mm ミニジャック）バ固 

80 mW (J 曰 TA *) 

DC 3 V 、単3形乾電池2本 
約64 X 114 X 31 mm (幅/高さ/奥行き） （ J 曰 TA ) 
約 180 g (乾電池、イヤホン含む） 


リ曰 TA (電子情報技術産業協会）規格による測定値です。 



ソニー単 3 お ( LR 6) 

ソニー単 3 形 ( R 6) 

付属品 


アルカリ乾電池使用時 

マンガン乾電池使用時 

イヤホン使用時 

600 

190 

ソニー単3形乾電池（お試し用つに) 

スピーカー使用時 

120 

45 

イヤホン （1) 


* JEITA (電子情報技術産業協含）規格による測定値です。実際の電池持 
続時間は、使巧する機器の状況により変動ずる可能性びあります。 

巧電池の交換時期 

乾電池び消耗してくると音びルさくなったり、ひずんだりします。 
その場合は、乾電池を2本とも新しいちのと交換してください。 


* 付属の乾電池はお試し巧です。購入する場合はソニーアルカ U 乾電池を 
おすすめします。 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびあります 
び、ご了承ください。 


ラジオを聞< 


スピーカーまたは付属のイヤホンで聞<ことびでさます。 



1 電源/音量つまみを上へ回して電源を入れる。 

上へ回すと電源び入り、さ6に回すと音量び上び D ます。 


2 選局つまみを回して、聞きたい放送局の周波数を選ぶ。 

放送を受信ずると同調インジケーターび点なします。 

3 電源/音量つまみで音量を調節ずる。 


電源を切るとをは 

電源/音量つまみをカチッと音びするまで下へ回します。 


付属のイヤホンで聞<には 

イヤホンを◎(イヤホン)端モにつなざます。スピーカーか6は音 
び出なくな0ます。 
















